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２０１０年５月１４日

南海電気鉄道株式会社

２０２０１０１０年３月期年３月期
決算説明会決算説明会
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本日の内容

１．２０１０年３月期決算の概要 ・・・・・・・・・・・・・Ｐ ３

２．セグメント別の状況（2010年3月期） ・・・・・・ Ｐ ６

３．３か年経営計画の進捗状況・・・・・・・・・・・・・Ｐ１５
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１）業績ハイライト

１１．２０．２０１０１０年３月期決算の概要年３月期決算の概要

（単位：百万円・％）

増減理由 売上高：徳島バスグループの連結子会社化に伴う増収

営業利益：不動産業の営業費減少等による増益

当期純利益：税金費用の減少による増益

△２．２△１１，３７３５０５，７３６５１７，１１０有利子負債残高

７．７９，１６５１２８，１６５１１９，０００純資産

０．４３，５９５８１９，３５４８１５，７５８総資産

３４．５２，５４１９，９１６７，３７４当期純利益

１３．３１，４１３１２，００６１０，５９３経常利益

５．４１，０６８２０，７６７１９，６９９営業利益

１．３２，４５８１８５，８４８１８３，３８９売上高

増減率増減額2010年3月期2009年3月期
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（単位：百万円）

●営業活動によるキャッシュ・フロー

たな卸資産の増加による支出等により、１１億３５百万円流入が減少

●投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出が減少したこと等により、１７３億３３百万円支出が減少

●財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入が減少したこと等により、２６２億９７百万円収入が減少

２）キャッシュ・フローの状況

２２，９９５

１１，５６０

△３３，１７２

２６，６９５

2009年3月期

１７，９７９現金及び現金同等物期末残高

△１４，７３７財務活動によるキャッシュ・フロー

△１５，８３９投資活動によるキャッシュ・フロー

２５，５５９営業活動によるキャッシュ・フロー

2010年3月期

１１．２０．２０１０１０年３月期決算の概要年３月期決算の概要
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（単位：百万円）

８１５，７５８

１１９，０００

５１７，１１０

６９６，７５８

８１５，７５８

６８２，５９６

７１９，４００

３２，５４０

２３，８４３

９６，３５７

2009年3月末

９，１６５１２８，１６５純資産合計

８１９，３５４

５０５，７３６

６９１，１８８

８１９，３５４

６８５，８５５

７２４，５７６

３３，６４３

１９，０９６

９４，７７７

2010年3月末

３，５９５負債純資産合計

△１１，３７３有利子負債

△ ５，５７０負債合計

３，５９５資産合計

３，２５９有形固定資産

５，１７５固定資産

１，１０２商品及び製品

△ ４，７４７現金及び預金

△ １，５７９流動資産

増減額

３）資産の状況

１１．２０．２０１０１０年３月期決算の概要年３月期決算の概要

増減理由 現金及び預金：借入金の返済による減少等

純資産：当期純利益の計上及び保有株式の株価上昇による「その他有価証券評価差額金」

の増加等による増加
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建設業

（４社）

その他の事業

（８社）

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業
（２３社）

流通業

（７社）

不動産業

（４社）

運輸業

（２９社）

【連結子会社５４社・非連結子会社１１社・関連会社４社（うち持分法適用会社２社）】

セグメントの構成状況セグメントの構成状況 （２０（２０１０１０年年３３月末現月末現在在））

売上高 （単位：億円）

運輸
871
（41.2%）

不動産
243
（11.6%）

流通
245
（11.6%）

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ
334
（15.8%）

建設
373
（17.7%）

その他
43
（2.1%）

営業利益 （単位：億円）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（（20102010年年33月期）月期）

運輸
103
（48.8%）不動産

75
（35.7%）

流通
15
（7.1%）

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ
6
（2.9%）

建設
8
（4.2%）

その他
2
（1.3%）

※当社および南海都市創造株式会社は複数セグメントに重複して含まれております。
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１）セグメント別売上高
（単位：百万円 ・％）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（（20102010年年33月期）月期）

１．３

９．７

△ ７．５

７．９

△ １．１

１．５

１．１

増減率

１８３，３８９

（２７，０１０）

３，９８５

４０，３９３

３１，０１６

２４，８２６

２４，０４５

８６，１３３

2009年3月期

３５０２４，３９５不動産業

２，４５８１８５，８４８合計

（２５，４１６）消去

３８７４，３７３その他の事業

△３，０２７３７，３６６建設業

２，４４５３３，４６１レジャー･サービス業

△ ２７８２４，５４７流通業

９８７８７，１２０運輸業

増減額2010年3月期
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２）セグメント別営業利益
（単位：百万円 ・％）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（（20102010年年33月期）月期）

５．４

△ ４．３

７７．２

△ ３．２

△ ０．２

２０．３

△ ６．５

増減率

１９，６９９

（５５９）

２８５

５０３

６２３

１，５０４

６，２８７

１１，０５３

2009年3月期

１，２７３７，５６１不動産業

１，０６８２０，７６７合計

（４０４）消去

△ １２２７２その他の事業

３８８８９２建設業

△ ２０６０３レジャー･サービス業

△ ２１，５０２流通業

△７１４１０，３３９運輸業

増減額2010年3月期
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３）運輸業の実績 （増収減益） （単位：百万円 ・％）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（（20102010年年33月期）月期）

増減理由 バス事業：徳島バスグループの連結子会社化に伴う増収

△ ６．５△ ７１４１０，３３９１１，０５３営業利益

１．０１３４１３，３２９１３，１９４減価償却費

△２７．３△４，３８７１１，７１１１６，０９９資本的支出

８６，１３３

（６，２２３）

４，５８３

３，４６３

２，３５４

２１，５８５

１，４０３

５８，９６５

2009年3月期

△ ５．０△ ７０１，３３３軌道事業

１．１９８７８７，１２０売上高

（５，４７１）消去（セグメント内）

△１０．３△ ４７１４，１１２車両整備業

△ ６．０△ ２０７３，２５６貨物運送業

△ ７．８△ １８４２，１７０海運業

１３．０２，８０７２４，３９３バス事業

△ ２．８△１，６３８５７，３２７鉄道事業

増減率増減額2010年3月期
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４）不動産業の実績 （増収増益） （単位：百万円 ・％）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（（20102010年年33月期）月期）

増減理由 不動産販売業：たな卸資産評価損の減少による損益改善

２０．３１，２７３７，５６１６，２８７営業利益

６．２２３８４，１０９３，８７１減価償却費

△４３．９△７，８７３１０，０５５１７，９２９資本的支出

２４，０４５

（９３０）

５，５０１

１９，４７４

2009年3月期

１．５３５０２４，３９５売上高

（２８５）消去（セグメント内）

△ １．０△ ５５５，４４５不動産販売業

△ １．２△ ２３９１９，２３４不動産賃貸業

増減率増減額2010年3月期
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（単位：百万円 ・％）５）流通業の実績 （減収減益）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（（20102010年年33月期）月期）

増減理由 ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰの経営：リニューアル工事期間中の店舗閉鎖等による減収

△０．２△ ２１，５０２１，５０４営業利益

５．０１６１３，３７４３，２１３減価償却費

１０３．３１，９２１３，７８２１，８６０資本的支出

２４，８２６

（１，７０９）

１，７９４

１２，６１７

１２，１２３

2009年3月期

△１．１△２７８２４，５４７売上高

（１，６３２）消去（セグメント内）

２１．１３７９２，１７３建築材料卸売業

△１．３△１６７１２，４５０物品販売業

△４．７△５６７１１，５５５
ショッピングセンター
の経営

増減率増減額2010年3月期
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６）レジャー・サービス業の実績 （増収減益） （単位：百万円 ・％）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（（20102010年年33月期）月期）

増減理由 ビル管理メンテナンス業：設備工事の増加等による増収

７．９２，４４５３３，４６１３１，０１６売上高

△ ３．２△ ２０６０３６２３営業利益

△５４．０△１，５９４１，３５７２，９５２資本的支出

１，６９９

（２，１１４）

４，００２

１６，１８９

２，３８７

６，２４０

１，６６４

１，８１８

８２８

2009年3月期

△ ５．５△ １３０２，２５６飲食業

１６．０２，５８４１８，７７３ﾋﾞﾙ管理ﾒﾝﾃﾅﾝｽ業

１．９３３１，８５１旅行業

９．７１６４１，８６３減価償却費

（１，９２８）消去（セグメント内）

９．２３６８４，３７１その他

△ ９．３△ ５７９５，６６１競艇施設賃貸業

△１４．３△ ２３７１，４２６ホテル・旅館業

２６．６２２０１，０４８遊園事業

増減率増減額2010年3月期
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７）建設業の実績 （減収増益） （単位：百万円 ・％）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（（20102010年年33月期）月期）

増減理由 建設業：利益率改善による増益

７７．２３８８８９２５０３営業利益

△ ７．５△３，０２７３７，３６６４０，３９３売上高

△９６．０△１，２０７４９１，２５７資本的支出

１３７

（６９）

４０，４６２

2009年3月期

８．７１１１４８減価償却費

（４４）消去（セグメント内）

△ ７．５△３，０５２３７，４１０建設業

増減率増減額2010年3月期
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（単位：百万円 ・％）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（（20102010年年33月期）月期）

８）その他の事業の実績 （増収減益）

増減理由 広告代理業：広告収入減収による減益

△４．３△ １２２７２２８５営業利益

９．７３８７４，３７３３，９８５売上高

１２７．８２６４７２０資本的支出

２８

（１７）

１，６２９

１，５２７

８４５

2009年3月期

△６．８△１０３１，４２４広告代理業

６５．１１８４７減価償却費

（１９）消去（セグメント内）

２９．１４７４２，１０４その他

２．１１７８６３印刷業

増減率増減額2010年3月期
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３か年経営計画「堅進１２６計画」数値目標の修正

３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況

①連結経常利益 １７０億円以上

②連結有利子負債残高／ＥＢＩＴＤＡ倍率 １０倍未満

①連結経常利益 １００億円

②連結有利子負債残高／ＥＢＩＴＤＡ倍率 １２倍

１）数値目標（2011年3月期）

２）修正理由及び今後の取り組み

・リーマンショック以後の急激な景気後退により、運輸収入はじめ全般的に収益環境が悪化

・更に運用環境悪化による退職金費用の増加や、なんばＣＩＴＹ開業時期変更等の事業計画にも波及

・コスト削減などの生産性向上策、グループ事業の再構築により、収益基盤の維持・強化に努める

・なんばエリアの価値向上、有望事業の拡大により競争力強化を図る
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１）連結業績のまとめ （単位：百万円）

※１ 修正予想（B）は2009年
10月30日時点の数値
※２ ＥＢＩＴＤＡ＝
営業利益＋減価償却費

３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況

増減 当期純利益：法人税関係費用の増加による減益（11/03期）

理由 有利子負債残高：増益及び設備投資減による減少（10/03期）

１２．５倍

５１７，１１０

４１，４３２

２１，７３３

４０，１２０

７，３７４

１０，５９３

１９，６９９

１８３，３８９

2009年3月期

実 績 (A)

△６，９６３

３，４９９

３２

△６，７９５

２，５１６

４，００６

３，４６７

△６，６５１

差異(C-B)

△１，３９９４１，８００４３，１９９３９，７００ＥＢＩＴＤＡ※２

３６７２２，８００２２，４３２２２，４００減価償却費

３６３５０６，１００５０５，７３６５１２，７００有利子負債残高

１２．１倍１１．７倍１２．９倍
有利子負債残高

／ＥＢＩＴＤＡ倍率

７９５２７，８００２７，００４３３，８００設備投資額

△４，３１６５，６００９，９１６７，４００当期純利益

△１，８０６１０，２００１２，００６８，０００経常利益

△１，７６７１９，０００２０，７６７１７，３００営業利益

１０，５５１１９６，４００１８５，８４８１９２，５００売上高

差異(D-C)予 想(D)実績(C)
修正予想
(B)※1

2011年3月期2010年3月期
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（単位：百万円）２）売上高の内訳

３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況

増減 運輸業：ﾊﾞｽ事業・ﾌｪﾘｰ事業の収入改善(10/03期)、同事業の減収(11/03期)

理由 不動産業：ﾏﾝｼｮﾝ分譲の増加による不動産販売業の増収（11/03期）

2011年3月期2010年3月期
2009年3月期

実 績 (A)

１８５，８４８

（２４，７６５）

１，９０６

３８，９４５

３５，２０６

２３，０３８

２４，３９５

８７，１２０

実績(C’)※２

１９６，４００

（２３，５００）

１，８００

４９，６００

３２，５００

２３，４００

２７，２００

８５，４００

予想(D)※２

１０，５５１

△ １０６

１０，６５４

△２，７０６

３６１

２，８０４

△１，７２０

差異(D-C’)

１８３，３８９

（２７，０１０）

３，９８５

４０，３９３

３１，０１６

２４，８２６

２４，０４５

８６，１３３

△６，６５１

△ ２６

△８，０３３

１６１

３４７

３９５

１，２２０

差異(C-B)

（２５，４１６）（２４，７００）消去

４，３７３４，４００その他の事業

１８５，８４８１９２，５００合計

３７，３６６４５，４００建設業

３３，４６１３３，３００
レジャー・

サービス業

２４，５４７２４，２００流通業

２４，３９５２４，０００不動産業

８７，１２０８５，９００運輸業

実績(C)
修正予想

(B)※１

修正予想（B）は2009年
10月30日時点の数値

C‘およびDは、2011年3
月期より適用されるセグ
メント会計基準に基づく
事業区分変更後数値

※１

※２
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（単位：百万円）３）営業利益の内訳

３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況

増減 運輸業：収入改善・費用削減等による増益(10/03期)、減収による減益(11/03期)

理由 不動産業：評価損減少等による増益(10/03期)、償却費増による減益(11/03期)

差異(D-C’)予想(D)※２差異(C-B)実績(C)

2011年3月期2010年3月期
2009年3月期

実 績 (A) 実績(C’)※２
修正予想

(B)※１

２０，７６７

（４０４）

１９７

８８０

７５８

１，４３３

７，５６１

１０，３３９

１９，０００

（３００）

２００

６００

８００

１，３００

７，０００

９，４００

△１，７６７

２

△ ２８０

４１

△ １３３

△ ５６１

△ ９３９

１９，６９９

（５５９）

２８５

５０３

６２３

１，５０４

６，２８７

１１，０５３

３，４６７

７２

２９２

△９６

７０２

７６１

１，９３９

（４０４）（２００）消去

２７２２００その他の事業

２０，７６７１７，３００合計

８９２６００建設業

６０３７００
レジャー・

サービス業

１，５０２８００流通業

７，５６１６，８００不動産業

１０，３３９８，４００運輸業

修正予想（B）は2009年
10月30日時点の数値

C‘およびDは、2011年3
月期より適用されるセグ
メント会計基準に基づく
事業区分変更後数値

※１

※２
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３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況

△２．６

△２．１

△３．３

△３．３

△２．８

△３．７

対前年

増減率

２２６，８３４

１４０，２８８

８６，５４６

５２，７３５

２３，２６１

２９，４７４

2010年3月期
実績

２２４，３９５

１３９，１０９

８５，２８６

５２，２０３

２３，０８３

２９，１２０

2011年3月期

予想

△０．３

０．０

△０．９

△１．１

△０．３

△１．７

対前年

増減率

△１．１２３２，７９８合 計

△０．８１４３，３０９定 期

△１．５８９，４８９定期外輸
送
人
員

△１．０５４，５４１合 計

△０．８２３，９３０定 期

△１．２３０，６１１定期外旅
客
収
入

対前年

増減率

2009年3月期

実績

△６．１

△３．３

△８．６

△７．６

△３．８

△８．９

対前年

増減率

７，３９６

３，５２８

３，８６８

４，３４４

１，１２８

３，２１６

2010年3月期
実績

７，２０９

３，４５６

３，７５３

４，２２０

１，１０５

３，１１５

2011年3月期

予想

△０．７

２．６

△３．４

△３．５

１．９

△５．１

対前年

増減率

△２．５７，８７７合 計

△２．０３，６４７定 期

△３．０４，２３０定期外
輸
送
人
員

△２．９４，７００合 計

△２．０１，１７２定 期

△３．１３，５２８定期外旅
客
収
入

対前年

増減率

2009年3月期

実績

◇空港線

◇全 線

４）運輸業 鉄道旅客収入と輸送人員表
（単位：百万円・千人 ・％）



20

４）運輸業 ＴＯＰＩＣＳ

①難波駅改良工事完成（2009年10月）
・駅ナカビジネスの強化

②こうや花鉄道プロジェクトを推進
・観光列車「天空」（橋本～極楽橋）の運行、各種イベントを実施

③南海線のダイヤ変更を実施、特急を増発（2009年10月）

④南海線で連続立体交差事業を推進（高石市内、泉大津市内）

鉄道事業

その他

３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況

①南海バス シャープ関連輸送で新規路線バス運行開始（2010年1月）

②高速道路料金値下げの影響（高速バス事業、フェリー事業など）

③堺市内「東西鉄軌道（ＬＲＴ）事業」中止決定

観光列車「天空」
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５）不動産業、流通業 ＴＯＰＩＣＳ

３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況

ターミナル開発

①南海ターミナルビル再生計画を推進
・髙島屋大阪店など周辺施設との
回遊性を向上（2010年3月）

②なんばパークスリニューアルオープン（2010年3月）

③なんばエリア商業施設店舗売上高

・なんばＣＩＴＹ２期
ﾘﾆｭｰｱﾙ工事
着工（１月）

25,261

26,074

2011年3月期

△10.7

8.9

対前年
増減率

△7.2

△3.5

対前年
増減率

・なんばＣＩＴＹ１期
ﾘﾆｭｰｱﾙ（10月）
・なんばパークス
ﾘﾆｭｰｱﾙ（３月）

28,277

23,936

2010年3月期

△2.224,80925,356なんばパークス

・なんばパークス
全館開業（４月）

備 考

△6.830,45832,671なんばＣＩＴＹ

対前年
増減率

2009年3月期2008年3月期

※１ 2011年3月期は見込み
※２ なんばパークス売上にはシネコンを含み、髙島屋専門店は含まず

リニューアルオープンしたなんばパークス

（単位：百万円・％）
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５）不動産業、流通業 ＴＯＰＩＣＳ

３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況

ターミナル開発

2011年4月（予定）オープン時期

本館１階・地下１階・地下２階の一部対象区域

約６０店舗対象店舗数（リニューアル後）

約１２，０００㎡（予定）対象面積

約３６億円（予定）総投資額

約３５０億円
（2009年3月期実績３０５億円）

リニューアル計画完了後の
全館売上目標

今後の計画

④なんばＣＩＴＹ再生リニューアル計画を推進

⑤サービスアパートメント「フレイザーレジデンス南海大阪」開業（2010年10月）

フレイザーレジデンス南海大阪（完成イメージ）
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３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況

・熊野古道（和歌山県田辺市）に
ドライブイン 「古道歩きの里ちかつゆ」
を開業（2010年3月）

住宅開発

①「住みかえ支援事業」に進出（2010年1月）

②堺市内の賃貸マンション事業を強化

５）不動産業、流通業 ＴＯＰＩＣＳ

その他

「古道歩きの里ちかつゆ」
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３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況

６）レジャー・サービス業 ＴＯＰＩＣＳ

①みさき公園の新イルカ館がオープン１周年

220,496

40,701

増減額

33.3882,609662,113売上高

10.6424,514383,813入園者数

増減率2010年3月期2009年3月期

②葬祭会館「ティア」５号店着工（2010年6月開業予定）
・2014年3月期には２０店舗体制を目標に

③ビル管理メンテナンス業 首都圏等沿線外での営業を強化

７）建設業 ＴＯＰＩＣＳ

・南海辰村建設が事業買収を実施（2010年4月）

みさき公園 入園者数・売上高

新イルカ館でのイルカショー

（単位：人・千円・％）
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３３．３か年経営計画の．３か年経営計画の進捗進捗状況状況

８）「環境保全」のための取組み強化

①車両整備拠点の千代田工場が、ＩＳＯ１４００１の認証を取得（2010年3月）

②ＣＳＲ報告書２００９が環境省他主催「第13回環境コミュニケーション大賞」の
環境報告書部門で優秀賞を受賞（2010年3月）

９）その他

①シャープ新工場「グリーンフロント堺」完成（2010年4月）

②堺市立サッカーナショナルトレーニングセンターが
オープン（2010年4月）

③関西大学堺キャンパス開設 （2010年4月）

堺市立サッカーナショナル
トレーニングセンター全景
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南海電気鉄道株式会社
〒542-8503 大阪市中央区難波五丁目１番60号
総務室 総務部（ＩＲ広報担当）
ＴＥＬ：06-6644-7125 ＦＡＸ：06-6644-7123
ＵＲＬ：http://www.nankai.co.jp/

本資料は投資勧誘を目的とした資料ではありません。あくまでも参考資料であり、正確な決算数値等は決算短信・有価証券
報告書等をご参照ください。本資料で記述しております業績予想及び将来予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて算
定しておりますが、需要動向などの業況の変化、物価変動等、多分に不確実要素を含んでおります。そのため、実際の業績
は、様々な要因の変化により業績予想と乖離することもありえますので、ご承知おきいただきますようお願いいたします。

ＩＲのお問い合わせ先ＩＲのお問い合わせ先



27

ＭＥＭＯＭＥＭＯ


